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日本私大教連「春闘フォーラム」が開催されました 
＝春闘スローガンは『時代と大学に、新しい知性を吹き込もう２０２０春闘』＝ 

1月 25日～26日、東京（明治大学）で日本私大教連「2020春闘フォーラム」が開催されました。

全国から 105名の教職員が参集。北海道からは 3名に全国中執を加えた 5名が参加しました。 

 初日は、「大学とはなにか―大学は何をなすべきか」をテーマに、広田照幸氏（日本大学教授・日本

教育学会会長）が基調講演。「大学が大学でなくなってきている」現下の「改革」を批判しながら、大

学の自治を再構築するために新たな発想をもとに「連帯」を構成するポイントなど、運動論として重

要な示唆し富む内容でした。続いて、日本私大教連により 2020春闘方針が提案され、全体討論が行わ

れました。2日目は「団体交渉の基本と進め方」「春闘前進のために－取り組み交流」「『私立大学の財

政分析ハンドブック』を読もう」の３分科会が設定され、闊達な討論が展開しました。 

 【日本私大教連春闘方針、春闘フォーラム関係の資料は道私大教連役員を通じて配信されています。】 
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２月１０日（月）9:30～/ ２６日（水）10:00～

「札幌大事件」労働委員会公開審問です！ 

◆ 支援傍聴にお越しください。大きな励みになります ◆ 

 前号でもご案内しました通り、北海道労働委員会で審査が続いている札幌大学不当労働行

為事件の公開審問が行われます。 

 1回目（2月 10日）は組合委員長・書記長への尋問。主尋問は組合側代理人弁護団が行い

ますが、反対尋問は法人側。異常で悪辣な姿勢が浮き彫りとなるはずです。 

傍聴席の応援はその「反撃」となり、民主化闘争の支援です。ぜひ駆けつけてください。 

≪日時≫ ➀ ２月１０日（月）9:30～（15時頃終了予定） ／ 終了後、有志で慰労会 

≪会場≫ 北海道労働委員会・北海道庁別館 10階（労働委員会審問室） 

＊地図等は北海道労働委員会サイトでご確認ください。 

＊審問は公開です。どなたでも自由に傍聴できます。また、時間内の出入りも自

由です。都合のつく範囲でお越しください。 

＊前半が組合委員長に対する証人調べ。昼食休憩を挟み、後半が書記長です。 

＊2回目（法人への尋問）は 2月 26日（水）10:00～同会場でスタートです。 

 


